
区

分

期

間

定

員

本

省

平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間

一
七
、
五
〇
四
人

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

一
七
、
四
六
六
人

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

一
七
、
四
六
五
人

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

一
七
、
四
三
〇
人

平成™›年›月�日 金曜日 (号外特第˜š号)官 報
３

漁
港
防
災
・
衛
生
管
理
専
門
官
は
、
漁
港
の
区
域
及
び
漁
村
の
防
災
に
関
す
る
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の
計
画
並
び

に
漁
獲
物
の
処
理
、
保
存
及
び
加
工
を
衛
生
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
整
備
に
関
す
る
専
門
の
事
項
に
つ
い

て
の
企
画
、
連
絡
調
整
及
び
指
導
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

第
五
百
四
十
四
条
第
一
項
中
「
五
人
」
を
「
九
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
四
十
五
条
の
見
出
し
中
「
防
災
計
画
官
」
の
下
に
「
、
防
災
技
術
専
門
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
防

災
計
画
官
一
人
」
の
下
に
「
、
防
災
技
術
専
門
官
一
人
」
を
加
え
、「
二
人
」
を
「
五
人
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
項
を

第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

防
災
技
術
専
門
官
は
、
漁
港
の
区
域
及
び
漁
港
の
区
域
に
係
る
海
岸
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
専
門
技
術
上
の
事

項
に
つ
い
て
の
連
絡
調
整
及
び
指
導
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

附
則
第
五
項
中
「
企
画
官
」
の
下
に
「
の
う
ち
」
を
、「
及
び
」
の
下
に
「
同
項
の
」
を
加
え
、
附
則
に
次
の
三
項
を

加
え
る
。

６

第
三
百
九
十
四
条
第
一
項
の
森
林
除
染
技
術
専
門
官
、
第
三
百
九
十
六
条
第
一
項
の
森
林
環
境
評
価
調
整
官
及
び

第
三
百
九
十
七
条
第
一
項
の
森
林
除
染
対
策
官
並
び
に
第
五
百
四
十
四
条
第
一
項
の
漁
港
漁
場
専
門
官
の
う
ち
三
人

は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

７

第
五
百
四
十
三
条
第
一
項
の
漁
港
防
災
・
衛
生
管
理
専
門
官
、
第
五
百
四
十
四
条
第
一
項
の
漁
港
漁
場
専
門
官
の

う
ち
一
人
及
び
第
五
百
四
十
五
条
第
一
項
の
災
害
査
定
官
の
う
ち
三
人
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置

か
れ
る
も
の
と
す
る
。

８

第
九
条
の
二
第
一
項
の
原
子
力
災
害
対
策
専
門
官
、
第
十
六
条
第
一
項
の
検
査
官
の
う
ち
三
人
、
第
十
八
条
第
一

項
の
リ
ス
ク
管
理
専
門
官
の
う
ち
一
人
、
第
二
十
八
条
第
一
項
の
海
外
展
開
専
門
官
の
う
ち
一
人
、
第
三
十
八
条
第

一
項
の
生
産
専
門
官
の
う
ち
一
人
、
第
六
十
条
第
一
項
の
企
画
官
の
う
ち
一
人
、
東
北
農
政
局
及
び
関
東
農
政
局
に

置
か
れ
る
第
百
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
企
画
官
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
第
二
百
四
条
第
三
項
の
農
村
復
興
指
導

官
、
第
二
百
二
十
条
第
一
項
の
災
害
対
策
室
、
第
三
百
八
十
八
条
第
一
項
の
特
用
林
産
物
安
全
推
進
指
導
官
の
う
ち

一
人
、
第
三
百
九
十
三
条
第
一
項
の
海
岸
林
復
旧
指
導
官
及
び
災
害
対
策
調
整
官
、
第
三
百
九
十
七
条
第
一
項
の
企

画
官
の
う
ち
一
人
、
第
四
百
八
十
三
条
第
一
項
の
災
害
対
策
専
門
官
、
第
五
百
三
十
七
条
第
一
項
の
操
業
指
導
調
整

官
、
第
五
百
四
十
条
第
一
項
の
水
産
研
究
専
門
官
並
び
に
第
五
百
四
十
二
条
第
一
項
の
栽
培
養
殖
復
旧
専
門
官
は
、

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
七
関
東
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
新
潟
市

長
岡
市
」
を
「
長
岡
市
」
に
、「
新
発
田
市
」
を
「
新
潟
市

新

発
田
市
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
九
号

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
令
を

実
施
す
る
た
め
、
農
林
水
産
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

農
林
水
産
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
林
水
産
省
定
員
規
則
（
平
成
十
三
年
農
林
水
産
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
本
省
の
項
中
「
一
七
、
八
一
六
人
」
を
「
一
七
、
三
七
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
林
野
庁
の
項
中
「
五
、

一
六
二
人
」
を
「
五
、
〇
七
四
人
」
に
、「
四
、
六
八
一
人
」
を
「
四
、
五
九
三
人
」
に
改
め
、同
表
水
産
庁
の
項
中「
八

九
四
人
」
を
「
八
九
三
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
二
三
、
八
七
二
人
」
を
「
二
三
、
三
三
七
人
」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
農
林
水
産
省
定
員
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）の
規

定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
定
員
の
期
間
別
の
特
例
）

２

新
規
則
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
機
関
の
同
条
に
規
定
す
る
定
員
は
、
同

表
の
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
定
員
の
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
三
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
三
十
六
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
改
良
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

土
地
改
良
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

土
地
改
良
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
農
林
省
令
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
国
営
土
地
改
良
事
業
」
の
下
に「（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
土
地

改
良
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
復
旧
関
連
事
業
を

除
く
。）」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
八
号

農
林
水
産
技
術
会
議
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
百
九
十
九
号
）
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
技
術
会
議

事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
年
農
林
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

技
術
会
議
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
同
条

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

農
林
水
産
業
等
に
関
す
る
試
験
及
び
研
究
を
行
う
者
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
八
号
を
削
る
。

第
九
条
を
削
り
、
第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
研
究
統
括
官
）

第
八
条

事
務
局
に
、
研
究
統
括
官
一
人
を
置
く
。

２

研
究
統
括
官
は
、
命
を
受
け
て
、
技
術
会
議
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
農
林
水
産
業
等
に
関
す
る
試
験
及
び
研
究
の

計
画
に
係
る
重
要
事
項
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
に
参
画
し
、
並
び
に
研
究
開
発
官
の
行
う
事
務
を
統
括
す

る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
二
十
人
」
を
「
二
十
四
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
命
を
受
け
て
、」の
下
に
「
研
究
統

括
官
及
び
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
第
二
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
第
二
条
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て「（
施
行
期
日
）」を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
研
究
専
門
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

２

第
十
一
条
第
一
項
の
研
究
専
門
官
の
う
ち
四
人
は
、平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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